
昭
和
二
十
四
焦
穴
月
一
日
還
輸
省
特
刷
級
承
認
雑
誌
第
㎎
五
黛
號

昭
和
芝
十
⊥
ハ
無
九
月
　
一
　
臼
嚇
蟹
行
（
毎
月
一
翻
嚢
行
）

第四十一巻　 第六冊
　　　　第四百七十六號

昭和三十六年九月一日嚢行

神
の
現
存
と
認
識
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
山

　
　
ー
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
と
ト
マ
ス
に
お
け
る
i

｝
o
げ
昌
い
o
o
闘
①
に
お
け
る
認
識
の
問
題
（
完
）
…
服

　
　
1
一
そ
の
盤
系
の
統
一
的
把
握
に
つ
い
て
一

田

晶

部
　
知
　
文

ヌ
…
ス
素
描
：
：
：
：
：
：
…
…
：
・
…
…
…
：
：
…
：
長
　
坂

　
　
i
晩
年
の
プ
ラ
ト
ン
が
愛
用
し
た
一
用
語
の
研
究
一

公
　
一

拙
著
に
封
ず
る
書
評
へ
一
言
：
…
…
…
…
・
…
…
：
：
…
：
佐
　
々
　
木
　
現
　
順

京都大學文學部内

　京都哲學會



京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
四
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
國
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
君
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

8
　
毎
月
一
回
會
誌
「
哲
學
研
究
」
を
嚢
行
ず
る

昌
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

㊧
　
随
縛
研
究
會
を
開
く

一
、
本
四
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い

て
推
繭
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

一
、
本
構
に
三
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
愈
が
推
薦
す
る

一
、
ホ
會
は
倉
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
圏
轡
館
・
其
他
の
團
膿
は
囲
膿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
五
〇
〇
圓
（
會
誌
十
二
冊
分

を
含
む
）
を
前
納
す
る

倶
し
　
二
回
又
は
三
回
に
分
納
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
霜
割
は
會
誌
の
配
宿
を
受
け
愈
誌
に
豫
魯
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
甲
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員
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哲
…
掌
研
究
　
　
第
・
四
百
七
十
穴
号

末
な
訂
正
を
与
え
て
く
れ
て
は
い
る
が
、
評
者
は
霞
ら
私
の
結
論
を
そ
の

ま
ま
踏
襲
し
、
そ
の
上
に
坐
し
て
凡
て
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
て
評
者
の
実
証
な
き
罵
倒
は
反
っ
て
本
書
の
論
罠
を
一
層
確
信
あ
る
も

の
と
な
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
逆
に
確
儒
を
以
て
一
層
そ
れ
を
前

進
せ
し
め
る
に
役
立
つ
た
と
い
う
逆
効
果
を
与
え
た
。
私
は
こ
れ
以
後
、

紙
上
で
雷
う
べ
き
こ
と
を
ひ
か
え
た
い
。
評
者
が
私
の
特
殊
分
野
に
か
か

わ
ら
ず
、
蒲
も
単
な
る
部
分
的
観
察
だ
け
に
か
か
わ
ら
ず
、
複
雑
な
教
義

を
理
解
さ
れ
よ
う
と
し
た
努
力
、
煎
ぴ
に
絶
え
ず
私
の
さ
さ
や
か
な
作
品

九
〇

に
注
意
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
衷
心
よ
り
謝
意
を
述
べ
た
い
。

如
何
な
る
た
く
ら
み
を
持
つ
た
に
し
て
も
、
あ
の
よ
う
に
学
問
の
名
を
か

た
ら
っ
て
な
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
学
術
的
理
由
な
き
単
な
る
炮
聯
は

逆
効
果
し
か
及
ぼ
さ
ず
、
学
術
雑
誌
の
名
を
け
が
す
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
反
省
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
　
　
　
　
　
（
一
九
六
一
・
一
月
）

（
筆
画
欄
大
谷
大
学
教
授
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
隠
・
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
墨
田
い
教
授
在
米
）

次
ua

写
前

ピ
ぎ
ピ
。
。
ざ
に
お
け
る
　
　
　
…
艮

　
　
　
　
　
　
認
識
の
問
題
：
…
：
：
　
月

　
　
一
そ
の
体
系
の
統
一
的
把
握
に
つ
い
て
i

部
　
知
　
文

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
超
越
…
：
：
　
　
…
…
白
　
井
　
成
　
道

デ
カ
ル
ト
の
青
春
（
完
）
…
…

彙
　
　
報

：
竹
　
田
　
篤
　
曲

球
・童．

文

論
…号

神
の
現
存
と
認
識
（
完
）
…
：
…
：
…
：
：
・
出

　
　
i
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
と
ト
マ
ス
に
お
け
る
…

国
家
権
力
の
社
会
的
基
礎
…

田

臼
H日

：
高
　
島
　
鼠
　
二

フ
ー
フ
ン
ク
フ
ル
補
職
肺
黎
・
…
向

　
一
特
に
美
し
い
魂
に
関
運
し
て
一

井

守



京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

一
、
題
乗
定
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
：

一
、
露
由
概
念
の
分
析
と
弁
証
…
…
…
…
・
　
…
…
：
：

　
日
時
　
十
一
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
会
場
京
都
大
学
文
学
部
第
一
教
室

…
…
…
…
…
京
都
大
学
教
授
　
　
有
賀
鉄
太
郎

　
…
…
…
…
大
阪
大
学
助
教
授
　
　
　
平
　
　
下
　
　
欣
　
　
一

☆
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
。
（
会
蟄
約
五
〇
〇
円
）

☆
所
属
機
関
長
塞
出
騰
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
大
文
学
部
宗
教
学
研
究
室
ま
で
お
申
し
出
で
下
き
い
。



　
　
　
　
會
　
　
　
告

一
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
泊
番
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
匿
畜
田
京
都
大
學
文

學
部
肉
京
都
誓
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
一
、
五
〇
〇
圓
又
は
孚
年

七
五
〇
圓
）
を
お
摩
込
下
さ
い

又
愈
員
へ
の
曾
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
、
及
び
襲

璽
に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
照
匿
代
宙
町
二
　
創
文
就

　
（
振
替
ロ
座
東
京
九
二
四
七
二
番
創
文
騒
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
愈
費
切
れ
の
場
合
は
封
筒
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
京
都
鼠
輩
會
宛
御
擁
込
下
さ
い
、
　
（
一
年
分

又
は
牛
年
配
、
會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
冊
（
又
は
六

冊
）
の
送
附
濟
を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
三
一
の
四
更
其
他

　
の
事
情
に
よ
る
過
不
足
は
一
庫
（
又
は
傘
葎
）
毎
に
精
算
し

　
ま
す

一
、
會
員
の
轄
思
入
退
會
の
事
務
及
び
編
集
事
務
の
一
切
は
京

都
哲
學
會
宛
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
集
に
圏
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
意
宛
に
お
送
り
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
都
　
哲
　
學
　
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
便
吉
頒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
三
十
六
年
八
月
三
十
日
印
刷

昭
和
三
十
六
年
九
月
　
一
　
艮
急
行

編
集
入

螢
行
人

嚢
行
臼

田
聖
人

印
刷
翫

株
式

愈
甦

聡振三后　東堀堀策紅土編京京

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
禽
員
以
外
の
購
三
者
の
御
註
文
及
び
贋
告
掲
載
に
愛
す
る

件
は
「
主
文
甦
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
一

　
五
〇
圓
、
送
料
∵
四
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
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）
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